
活動団体名：米沢市

活動地域 ：山形県米沢市

活動におけるテーマ

『なせばなる上杉鷹山流のローカルSDGｓ』

令和4年度 環境で地域を元気にする
地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業

成果共有会 発表資料

活動団体の本事業への関わり
今年度より‟環境整備“に取組む

昨年度から引き続き‟環境整備“に取組む ✓
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山形県 米沢市

上杉鷹山

米沢牛

人口８万人のまちに
３つの大学

学園都市米沢

https://www.city.yonezawa.yamagata.jp/

活動団体及び活動地域の紹介



地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿

2

2022年度版
マンダラ図



地域メディア

産廃業者

電力会社を通じて
地域へ供給

市民等

地域循環共生圏を実現することで目指す地域の姿
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市内畜産農家を核としたバイオガス発電等の
資源循環の取組
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食品残渣

家畜排泄物

牧草地での
肥料活用

電気

再生可能エネルギー利用
脱炭素化

農地での
肥料活用

ネット販売、首都
圏ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ

農産物の販路拡大
農家の経営力強化

米沢市

畜産農家

6次産業化
ジェラート事業

見学・
学習活動

環境教育の場の創出

連携

経営支援
技術指導
広域連携

農作物活用レシピ

観光需要拡大
地域の魅力向上

先進モデルの情報発信
仲間づくりのワークショップ

共感からつながりを生み、
地域循環を拡大

情報発信



地域のありたい未来実現のためのこれまでの歩み
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

事業全体の予定

米沢市ＳＤＧｓ推進協
議会の開催 ◆ ◆ ◆

【見える化】

わたしのなせばなる

市広報で取組紹介

地域課題のヒアリング

【つなぐ】

イベント開催

意見交換の場

ＳＮＳの活用

【取組の拡大】

市民向け研修

出前講座派遣

高校生チャレンジ
ＳＤＧｓ動画作成 動画作成・

ケーブルテレビで放送

協定締結（活動予算執行開始）

ステークホルダーミーティング

◆東北ブロック
中間報告会

◆成果報告会

◆活動団体成果報告書提出

隔月で市内で行われている取組の紹介

申込受付開始

◆米沢市SDGs「わたしのなせばなる」

講演会・ワークショップ

◆米沢市SDGsカンファレンス2022

◆SDGsプロジェクトのプロモーション
技法研修(計４回)

市内小中学校、自治会、経済団体、
仙台市内中学校等へSDGs講座を実施

◆米沢市SDGs「わたしのなせばなる」

高校生チャレンジ

◆米沢市SDGs

カンファレンス2022
スピンオフ編

SNSによる「わたしのなせばなる」の周知

◆ゼロカーボンシティ推進シンポジウム



「草木塔」などの市独自の精神文化を基軸にＳＤＧｓを実装する環境教育先進都市

地域のありたい未来の実現のために今年度取り組んだこと
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牛糞を用いたバイオガス発電と排出される液肥を活用した農作物栽培に
よる地域循環に取り組む、はまだ牧場代表／株式会社リアクト米沢代表取
締役 濱田 篤氏から取組事例や今後の展望を紹介いただく。
稲作農家や果樹農家、その他市内で事業を営む参加者とのつながりを生
み、地域循環共生圏の輪を拡げていく。

●地域循環共生圏の取組事例発表
「米沢SDGsカンファレンス2022 スピンオフ編」

●「米沢SDGsカンファレンス2022」

２０３０年のあるべき姿 【環境】



現状の地域プラットフォームと取組を通じての変化
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・先進的に取組を進める主体へのヒアリングから、

巻き込みたい関係者をつなぐ場としての事例発

表の開催を通じて、多分野の方へと広がりを見

せている。

・

【現状の地域プラットフォーム】 【地域プラットフォームの変化】

ヒ
ア
リ
ン
グ

米沢市SDGs

推進協議会

米沢市

刺激を受け取
組を進め始め

る主体

先進的に取組を
進めている主体

市民・
事業者

取
組
の
発
信
・

ヒ
ア
リ
ン
グ

変化

地域の資源を活用する持続可能な取組を、相乗
効果により市内全体に広げるサイクルの構築

連携

赤矢印：今後強化を目指していくかかわり

大学
果樹農家
野菜農家
畜産農家
デザイナー
地域メディア

リアクト米沢
／はまだ牧場
リアクトバイオガス
ハイポテック



取組を通しての成果と新たに見えてきた課題
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成果

・バイオガス発電に取り組む畜産農家、プラント運
営事業者へのヒアリングをきっかけに、様々な取り

組みと巻き込みたい関係者＝ステークホルダーが
見えてきた。

・カンファレンスやシンポジウム、動画配信により、
取り組みの認知度が上がってきた。

・本市の、SDGs推進にかかる取組の趣旨を理解
し、協力していただく企業、団体が増えてきた。

・出前講座等を通じて、市内教育機関や各団体
等へのSDGsの周知啓発を数多く実施することが
できた。

課題

・SDGsの取り組みを進める企業・団体に対し、持

続可能なものとするために、【稼ぐ】視点での支援

が必要である。

・すでに様々な取り組みを進めている方の対外的

な発信力の強化が必要である。

・地域循環共生圏づくりの取り組みと、SDGs推

進協議会との連携や各委員が関わる（所属す

る）機関との相乗効果を生み出す工夫が不十分

である。



活動における今後の展望
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・地域循環共生圏先進事例の支援、周知活動

→活動を記録、発信することで関係者の共感を得て、事業への協力や共同の輪を生み出

す

・先進事例紹介とワークショップ開催による事業の応援

→緩いつながりの強化

・SDGs経営推進支援

→市内企業がサプライチェーンに選ばれる土壌づくりとESG投資を呼び込む仕掛けづくりを行

う。具体的には、企業におけるSDGsの取組状況を可視化・診断するツールのデジタル実装を

目指す。
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